
雲
　
州
　
往
　
来
　
私
　
見

4
/
z
　
言
　
・
・
r
r
　
　
中
　
心
　
)
'

は
　
じ
　
め
　
に

r
竹
山
州
往
来
」
は
、
往
来
物
の
鵬
矢
と
し
て
、
古
来
、
広
-
址
に
流
布
し
て

き
た
。
平
安
後
期
の
硯
学
'
藤
原
朋
街
の
手
に
成
る
と
伝
え
ら
れ
る
こ
の
消
息

災
は
、
和
浜
の
先
行
作
品
を
自
在
に
ふ
ま
え
'
消
息
文
と
し
て
の
災
川
性
と
豊

か
な
文
学
性
と
を
漉
ね
嘩
見
た
名
文
集
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
.

本
書
は
t
 
r
日
本
教
科
古
大
系
古
往
来
H
L
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
'
従
来
'

そ
の
内
容
解
釈
に
つ
い
て
も
'
文
章
や
語
虫
'
語
は
等
に
つ
い
て
も
'
ま
た
へ
成

立
に
関
わ
る
諸
問
題
や
出
血
ハ
研
究
等
々
に
つ
い
て
も
、
研
究
は
意
外
な
ほ
ど
遜

れ
て
い
る
。
そ
の
脱
凶
の
T
は
'
手
雑
に
利
用
で
き
る
訓
下
し
文
が
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
あ
る
と
考
え
、
先
に
'
冒
式
州
往
米
軍
禄
本
研
究
と
総
頼
引
　
本

C
i
H
-
O

文
・
研
究
篇
』
を
公
刊
し
た
。
そ
の
際
へ
解
釈
の
便
宜
の
た
め
に
'
「
朝
注
」
・

「
補
注
」
を
施
し
た
が
'
収
め
切
れ
な
い
も
の
も
多
-
'
ま
た
'
新
た
に
出
血
ハ
を

兄
い
出
し
た
り
、
解
釈
に
修
正
を
要
す
る
点
も
生
じ
た
た
め
'
こ
-
こ
に
'
そ
の

7
部
を
採
り
上
げ
て
旧
相
の
祁
い
と
し
へ
大
方
の
御
叱
正
を
柑
た
い
と
思
う
。

本
稿
に
採
り
上
げ
た
の
は
、
特
に
'
格
言
の
類
で
あ
る
。
格
言
'
お
よ
び
'

こ
と
わ
ざ
'
ま
た
'
先
哲
に
ま
つ
わ
る
故
事
な
ど
は
、
古
代
か
ら
'
程
度
の
差

こ
そ
あ
れ
'
人
々
の
心
情
・
行
動
を
印
し
て
き
た
。
平
安
'
鎌
倉
'
ま
た
、
呂

町
、
′
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
も
'
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
'
そ
れ
ら
は
'
今
日
の

三
　
　
保
　
　
サ
ー
子

我
々
が
考
え
る
以
上
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
　
r
-
4

州
往
来
」
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
'
即
ち
'
こ
う
し
た
故
事
、
格
三
成
1
㍍
と

い
っ
た
も
の
を
修
柑
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
教
科
書
と
し
て
高
い
評
価
を
う
け

て
き
た
出
由
の
1
は
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
3

な
お
'
本
絹
の
規
が
'
格
言
'
こ
と
わ
ざ
の
史
的
t
か
つ
、
実
証
的
才
班
の

一
助
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
、
妖
ハ
徳
〓
勝
夕
不
'
仁
能
ク
邪
ヲ
却
ク

(
上
凹
十
五
3
、
2
3
オ
C
M
・
C
O
)

次
の
よ
う
な
文
脈
に
表
わ
れ
る
C
b

右
、
ー
∃
者
'
惟
異
頻
二
示
シ
テ
'
夢
想
閑
ナ
ラ
不
'
夫
'
妖
ハ
柚
二
勝
ク

不
'
仁
能
ク
邪
ヲ
却
ク
、
殊
二
吉
日
ヲ
削
ソ
テ
仁
王
溝
ヲ
修
(
ス
一
可

一
シ
)
'
(
下
略
)

凶
事
の
前
兆
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
不
思
議
が
続
-
の
で
仁
王
講
を
催
す
と

い
う
の
で
あ
る
Q
　
「
妖
ハ
細
工
勝
夕
不
'
仁
能
ク
邪
ヲ
却
ク
」
と
い
う
格
言
の

通
り
へ
仁
王
経
説
諭
の
徳
が
邪
悪
な
も
の
を
却
け
て
-
れ
る
か
ら
で
あ
る
3

右
の
格
言
の
内
'
上
7
句
は
r
史
記
』
に
出
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

-

蝣

-

サ

-

:

'

-

-

'

-

-

-

'

-

*

!

-

^

1

"

-

:

　

・

*

サ

蝣

-

-

1

　

　

　

　

　

　

　

ト

　

-

,

蝣

-

・

-

.

.

)

.

.

J

ヽ

帝
共
修
縛
'
(
史
記
'
三
、
戯
本
紀
)
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r
捕
・
3
.
*
S
訓
ル
)
　
に
も

弘
子
云
ク
'
人
ヲ
愛
シ
人
ヲ
利
ス
ル
ト
キ
ハ
'
天
必
ス
コ
レ
ニ
福
ス
'
人

ヲ
悪
ミ
人
ヲ
戊
ム
-
キ
ハ
天
必
ス
コ
レ
ヲ
桐
ス
、
史
記
云
ク
'
妖
ハ
徳
二

勝
ス
'
　
(
第
六
m
'
日
本
古
血
ハ
全
集
)

と
あ
る
。
r
十
訓
抄
j
六
　
(
「
妖
は
徳
に
勝
た
ず
、
仁
は
百
棚
を
除
-
な
ど
い

へ
り
」
)
'
『
前
田
本
色
葉
字
類
抄
』
　
(
「
妖
不
勝
徳
」
)
の
例
は
'
(
頭
注
)
　
に
示
し

m
下
1
句
は
'
「
仁
能
ク
邪
ヲ
却
ク
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
同
1
の
も
の
は
未
だ

兄
い
出
し
て
い
な
い
が
、
類
似
す
る
も
の
に
、
「
仁
除
一
]
百
禍
L
」
が
あ
る
。

(時)

列
子
、
孫
叔
放
'
為
レ
児
口
へ
　
出
退
歩
1
両
頭
蛇
】
'
殺
而
埋
レ
之
'
坂
泣

白
レ
母
日
、
児
聞
'
両
頭
蛇
へ
見
者
必
死
、
恐
]
]
后
人
見
I
t
乃
也
レ
之
'
母

日
へ
ホ
布
.
]
陰
柚
]
'
必
有
]
]
以
報
]
'
徳
勝
二
不
祥
一
'
仁
除
]
1
百
祁
I
.
汝
光
レ

蝣
3
#
.
'
㍑
'
i
;
c
.
,
f
j
山
I
山
、
(
:
-
K
瑞
'
穴
　
　
　
　
　
水
　
　
ホ
t
は
訓

を
省
-
)

r
裂
求
和
歌
』
で
も
、
「
ノ
チ
ノ
人
ノ
ミ
テ
シ
ナ
ム
コ
ト
ヲ
ゝ
シ
,
,
,
テ
'
フ

カ
ク
ウ
ツ
,
,
,
ツ
レ
ハ
'
ス
テ
ニ
陰
徳
ア
-
、
ソ
レ
陰
柚
ア
レ
ハ
陽
報
ア
リ
'
柚

ハ
不
祥
二
勝
'
仁
ハ
百
祁
ヲ
ノ
ソ
ク
」
　
(
伝
慈
鎮
写
本
)
　
と
あ
る
。
『
蒙
求
』

は
諸
本
間
に
出
入
り
が
多
い
よ
う
だ
が
、
手
許
の
r
梯
題
徐
状
元
補
注
=
:
i
求
』

(
笥
註
蒙
求
へ
明
和
四
年
六
月
'
寛
政
四
年
二
月
再
刻
)
や
『
新
釈
漢
文
大
系
』

(
早
川
光
三
郎
芋
'
明
治
詔
院
)
　
で
は
'
こ
れ
が
か
な
り
詳
し
-
な
っ
て
お
り
、

そ
の
話
の
典
拠
は
F
列
女
伝
』
だ
と
い
う
。
準
古
江
本
と
さ
れ
る
1
8
間
本
　
(
伯

田
長
興
校
、
寛
政
十
二
年
刊
)
　
で
も
r
列
女
伝
』
を
引
-
0

(
前
略
)
'
母
日
へ
鰯
レ
変
、
汝
不
レ
死
、
吉
相
レ
之
、
有
]
l
陰
植
l
者
、
天
報

以
レ
福
、
人
間
レ
之
へ
皆
幌
.
]
其
為
D
仁
也
、
及
レ
為
二
合
戸
t
、
未
レ
治
而
国
人

信
5
.
之
、
列
女
伝
日
'
有
二
陰
極
7
着
陽
報
レ
之
、
植
勝
二
不
祥
l
t
　
仁
除
J
J
百

禍
】
'
天
之
処
レ
高
低
レ
卑
'
爾
必
輿
一
於
延
1
'
及
レ
長
為
こ
令
P
l
、
老
終
、

(
徐
状
元
祁
注
袋
求
)

『
列
女
伝
』
の
「
孫
叔
放
母
」
に
は
、
確
か
に
へ

夫
有
陰
組
者
'
陽
報
之
'
値
勝
不
詳
へ
　
仁
除
百
禍
'
(
列
女
伝
補
注
'
国

学
枯
木
{
蝣
*
/
吉
)

と
あ
る
(
文
字
・
語
句
面
に
小
異
)
。
『
列
子
』
に
あ
り
と
す
る
の
は
『
明
文
抄
』

も
同
じ
だ
が
t
 
F
列
子
』
に
お
け
る
当
該
句
の
砧
認
は
未
だ
で
き
て
い
な
い
O

有
二
陰
抽
l
者
必
有
二
陽
報
I
.
徳
勝
二
不
祥
-
'
仁
除
二
百
禍
】
　
列
子
　
(
明

文
抄
'
三
'
人
事
部
上
)

『
十
訓
抄
、
に
も
、
同
一
句
の
あ
る
こ
と
'
前
掲
の
と
お
り
で
あ
る
.

参
照
「
隠
繊
ノ
〔
之
〕
家
二
階
報
必
ス
至
ル
者
也
」
(
下
二
十
1
8
'
6
4
ウ
・
3
)

二
、
文
厨
子
ノ
　
〔
之
〕
瑚
リ
　
(
中
四
十
七
7
'
4
2
ウ
4
)

こ
の
格
言
は
、
次
の
文
脈
に
表
わ
れ
る
。

書
籍
ヲ
読
ム
ト
雌
　
(
王
'
其
ノ
心
ヲ
得
不
ル
ハ
'
則
、
文
厨
子
ノ
　
〔
之
〕

瑚
リ
有
(
ラ
ム
)
へ
且
ハ
以
　
(
チ
)
　
反
覆
'
且
　
(
ハ
)
　
覧
抄
ス
可
　
(
ヰ
)
　
也
'

貸
し
て
あ
っ
た
「
文
選
四
巻
」
の
返
却
を
う
け
る
に
厩
L
へ
　
学
間
す
る
姿

勢
に
つ
い
て
説
-
条
で
あ
る
。
本
文
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
'
「
文
l
B
子
ノ

〔
之
〕
噛
り
」
は
、
即
ち
'
「
書
籍
ヲ
読
ム
ト
維
　
(
モ
)
'
共
ノ
心
ヲ
得
不
ル
」

こ
と
を
い
う
。

『
観
智
院
本
世
俗
諺
文
』
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
　
(
訓
点
略
一
。

告
相
子
雷
誹
、
朋
子
建
言
日
'
婦
吾
而
不
要
仲
は
湘
'
云
々

晋
古
云
'
書
道
　
(
以
下
空
白
)
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「
雷
原
子
」
は
「
文
厨
子
」
に
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
'
諺
文
で
あ
る
と
は

知
ら
れ
る
が
'
詳
し
-
な
い
。
「
晋
軍
H
J
と
は
次
を
さ
し
て
い
よ
う
か
。

時
右
丞
相
地
へ
好
広
読
レ
出
へ
而
不
レ
解
]
]
共
義
】
'
柵
唯
箪
1
老
子
一
両
己
、

通
軽
l
雌
上
l
t
和
1
・
*
r
　
7
Z
*
^
。
山
レ
.
-
=
㍑
レ
夕
照
レ
所
　
　
可
レ
項
i
-
;
:
;
3
i
t
f
'

(
晋
書
へ
列
伝
三
十
1
.
劉
柳
伝
)

「
書
旗
」
と
は
か
物
を
納
め
て
お
く
つ
づ
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
転
じ
て
、

本
を
読
む
だ
け
で
そ
の
意
義
を
解
し
な
い
も
の
を
い
う
。
「
書
肘
」
、
「
霞
排
」

に
も
同
様
の
用
法
が
あ
る
。
「
文
蛸
子
」
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

案
厨
陳
]
]
床
側
l
t
血
ハ
墳
堆
]
T
座
隅
l
t
客
噸
称
二
伝
那
I
t
俗
喚
号
二
書
厨
l
'

五
　
㍍
　
　
t
 
f
]
I
'
f
z
消
、
草
、
y
'
H
^
/
r
g
時
日
拙
)

三
、
皐
禽
ノ
〔
之
〕
声
'
〔
干
〕
喜
美
二
間
ユ
ル
老
也

(
下
九
7
・
8
'
6
0
オ
蝣
"
*
・
i
n
)

右
の
格
言
は
'
叙
位
の
議
を
明
日
に
ひ
か
え
て
'
今
回
の
加
級
に
預
る
こ
と

を
嘩
っ
宮
内
大
鵬
の
消
息
中
に
使
わ
れ
て
い
る
。
自
分
の
正
当
な
主
張
は
、
必

ず
天
に
通
じ
る
は
ず
だ
と
い
う
気
持
ち
で
あ
る
。

「
斗
」
は
沢
地
'
「
革
宙
」
は
沢
の
仇
の
こ
と
。
春
の
天
を
「
悲
」
'
夏
の
天

を
「
芙
」
と
い
う
が
(
耐
雅
)
、
こ
こ
は
'
合
せ
て
'
天
を
い
う
。

先
に
t
 
F
袋
求
)
の
「
秦
怒
論
天
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
か
と
記
し
た
(
「
初

江
」
)
。
そ
こ
に
は
'
『
詩
経
』
を
引
い
て
'
天
に
頭
・
耳
・
足
(
ま
た
、
姓
)

が
あ
る
と
答
え
た
話
が
の
っ
て
い
る
が
'
こ
こ
は
、
「
秦
本
論
天
」
ま
で
行
か

ず
'
『
詩
経
』
だ
け
で
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
即
ち
t
 
F
詩
経
』
の
小
雅
'
「
鶴

鴫
」
に
'
「
鶴
鳴
子
九
皐
'
声
脚
千
野
」
と
あ
り
、
「
鶴
鳴
子
九
皐
、
声
紺
干

天
」
と
あ
る
。
「
九
畢
」
と
は
'
多
-
の
沢
の
誼
で
、
こ
の
詩
句
は
'
隠
れ
た

出
入
の
ほ
ま
れ
は
自
然
に
遠
-
ま
で
聞
こ
え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
君
子
が
不

遇
な
地
に
あ
っ
て
も
そ
の
名
は
朝
廷
　
(
天
子
)
　
に
聞
こ
え
る
こ
と
、
な
ど
を
教

え
た
も
の
で
あ
る
。

詩
云
'
鼓
鐘
,
1
子
宮
】
'
声
固
二
子
外
一
'
鶴
鴫
]
]
千
九
皐
1
'
声
聞
二
子
天
l
、

(
前
洪
F
L
H
t
列
伝
三
十
五
'
東
方
朔
伝
)

へ
　
　
　
拙
・
~
y
.
こ
a
s
t
　
　
　
ハ
'
・
r
-
'
t
:
-
'
列
伝
四
十
凹
t
 
H
小
山
3
)

鶴
鳴
二
九
弟
一
'
猶
誠
二
願
声
一
'
　
(
文
選
へ
格
安
仁
'
為
.
5
7
試
作
旧
陸
機
)

本
邦
で
は
'
r
本
棚
文
枠
』
巻
十
7
、
詩
序
、
鳥
の
部
に
'
藤
雅
材
の
「
五

言
、
仲
春
釈
鍵
聴
レ
講
二
毛
詩
t
t
同
軍
]
融
鴫
二
九
弟
】
」
の
1
文
が
あ
る
3

四
'
李
老
止
足
　
(
ノ
)
　
〔
之
〕
誠
メ
ヲ
一
下
十
五
3
、
6
2
オ
1
0
)

本
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

T
ハ
李
老
止
足
(
ノ
一
〔
之
〕
誠
メ
ヲ
恩
ヒ
t
 
T
ハ
松
子
養
生
ノ
〔
之
〕

術
ヲ
蔀
ヌ
'
而
　
(
ル
)
　
ヲ
未
(
ダ
)
　
櫨
軍
ノ
　
〔
之
〕
　
年
齢
二
及
一
パ
)

〔
未
〕
'
画
馬
ノ
謹
信
ヲ
専
ニ
セ
ン
-
欲
'
須
ク
忠
格
ヲ
輸
シ
テ
、
偏
二
夙

苦
〔
夜
〕
　
ヲ
致
サ
ン
'

当
状
は
、
権
大
納
言
を
拝
命
し
た
感
政
と
抱
負
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
不

遇
の
長
い
年
月
を
送
り
'
あ
る
時
は
老
子
の
こ
と
ば
に
従
っ
て
分
に
安
ん
じ
よ

う
と
思
い
、
ま
た
'
あ
る
時
は
松
子
の
如
-
世
を
捨
て
て
隠
遁
生
活
に
入
る
こ

と
を
考
え
た
が
'
ま
だ
'
致
仕
の
年
令
で
も
な
い
の
で
'
こ
の
た
び
の
拝
命
を

機
会
に
'
も
う
7
度
、
誠
心
誠
忠
の
お
っ
と
め
に
励
も
う
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
る
'
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
が
出
典
で
あ
る
(
「
補
注
」
参
照
)
0
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・
知
レ
妃
不
レ
蝶
'
知
レ
止
不
レ
殆
、
可
二
以
長
久
t
.
(
老
子
'
立
戒
)

右
の
警
句
は
、
「
止
足
」
「
知
足
」
等
の
形
で
'
職
を
辞
す
る
と
き
の
辞
表

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
用
例
を
引
い
て
お
-
。

微
粒
筋
力
先
衰
∴
止
足
之
思
禰
切
'
臣
之
所
レ
請
'
誰
革
示
忠
q
t
(
本

別
文
枠
'
巷
凹
'
立
上
へ
江
匡
衡
'
為
]
]
入
道
前
内
大
臣
一
群
二
関
白
l
表
)

今
此
時
也
'
昔
羊
叔
子
之
蝉
政
里
也
'
指
,
三
疏
南
塾
右
肺
】
、
郎
巨

蝣
・
I
・
'
.
.
"
蝣
"
蝣
、
日
.
'
托
、
:
:
・
、
:
.
:
¥
;
:
,
r
-
'
:
-
J
,
'
'
式
レ

坦
】
逆
鱗
I
へ
(
同
'
巷
四
'
豪
下
'
江
匡
街
'
奇
人
m
J
前
太
政
大
臣
丁

辞
二
摘
邦
封
戸
准
三
宮
】
第
二
表
'
永
辞
二
年
三
月
十
七
日
)

^
1
^
爪
l
H
挙
止
_-
二
山
一
へ
(
;
*
J
凹
t
,J
^
J
下
'
江
柱
間
、
<
T
,
,
r
<
;
3

前
太
政
大
臣
】
秤
二
娼
井
封
戸
准
三
宮
T
第
四
表
、
永
許
二
年
五
月
五
日
)

伏
臓
'
班
鈷
曲
事
一
允
容
]
'
祇
二
臣
官
姻
一
'
早
許
二
規
レ
首
之
誠
l
'
令
レ

字
正
足
之
分
l
t
(
同
、
巻
五
'
真
下
へ
致
仕
、
後
江
相
公
'
為
T
7
月

信
公
】
誠
二
致
仕
]
表
'
天
磨
三
年
正
月
三
旦

F
i
翼
殊
曲
二
天
墾
'
被
1
収
二
宮
野
'
然
則
上
陸
嘉
子
止
足
之
跡
一
'

下
迎
二
少
汗
レ
胡
之
認
t
'
(
同
、
巻
五
'
真
下
'
辞
状
、
前
車
苫
王
'

誹
レ
被
レ
伸
二
的
中
務
省
約
7
状
'
究
和
二
年
正
月
二
十
五
E
)

非
三
池
掛
レ
冠
而
効
二
二
疎
]
.
欲
弐
亦
知
レ
足
而
免
二
三
他
∴
(
同
'
巻
五
'

豪
下
'
江
担
街
'
為
二
四
条
大
納
言
1
請
レ
嘩
T
中
納
言
左
衛
門
督
1
状
'
揺

弘
咋
月
日
)

伏
巽
'
知
]
元
止
足
)
.
野
元
栄
分
T
.
(
同
、
巷
七
、
F
H
状
'
菩
相
公
'

寧
1
?
.
-
右
相
府
t
雷
、
日
豪
三
年
十
月
十
丁
旦

猶
レ
持
由
衛
之
節
1
.
止
足
知
レ
分
'
月
軍
丸
井
之
西
一
'
頂
載
封
レ
危
'

(
本
欄
続
文
枠
'
怨
五
'
表
下
'
敦
輿
知
足
院
祁
・
:
j
前
太
相
国
辞
二
右

大
臣
]
第
三
表
、
康
和
四
年
十
月
七
旦

不
レ
s
>
随
I
恵
子
止
足
之
3
=
1
'
巡
.
小
'
-
~
h
D
*

仁
丹
と
仰
ぎ
'
(
同
t
K
?
J
茄
'

状
、
明
街
へ
辞
t
]
大
将
]
二
条
関
白
辞
一
]
左
近
衛
大
将
t
状
'
康
平
五
年
四

岨
E
9
E
S

拙
レ
分
以
恩
一
遍
講
t
央
'
李
老
之
迫
訓
無
レ
忘
、
(
同
'
巻
五
'
状
へ
明

和
t
t
・
=
レ
絹
l
i
t
,
ぷ
邦
拙
郁
山
^
i
n
g
.
代
)

然
間
風
搾
相
侵
'
露
命
殆
危
、
不
レ
如
下
辞
二
両
娼
t
以
守
二
季
老
知
足
之
文
t
'

S
.
]
三
代
]
以
背
中
砧
氏
苦
口
之
炎
上
、
(
同
へ
怨
五
'
状
'
実
聴
'
苅
下

特
翠
天
恩
一
'
被
上
i
停
.
]
止
所
得
大
学
頭
文
章
博
士
輿
状
へ
康
平
五
年
十
月
)

+
々
S
a
T
B
悶
a
甲
九

華
夷
誇
]
1
程
々
之
化
一
挙
老
有
二
願
々
之

・
,
,
ヤ
コ
ヰ
ナ
カ
ナ
>
ヤ
バ
ラ
ク
ナ
ス
シ
老
子
也
ヤ
ハ
テ
ク
テ
ル
ヒ
f
L
シ
ナ
カ
シ

楽
一
(
応
安
四
年
本
垂
髪
往
来
'
1
オ
3
、
芦
点
略
)

-
テ
ヲ
[
・
L

即
引
.
T
準
客
於
媒
席
t
可
レ
守
一
]
挙
老
之
玄
雌
二
五
々
(
同
右
'
1
3
オ
2
、

小
1
I
T
州
蛸
)

底
本
に
は
、
他
に
'

○
李
老
ノ
〔
之
〕
遺
(
中
三
十
八
8
、
3
9
オ
7
)

〇
九
満
ノ
〔
之
〕
減
メ
'
古
田
之
ヲ
恐
ル
(
下
十
八
4
'
6
3
オ
O
.
C
O

,
-
H
*
<
O
ゥ

1
)
と
し
て
み
え
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
'
「
李
老
止
足
の
誠
め
」
に
同
様
で

あ
ろ
う
。
就
中
'
「
冗
溝
の
誠
め
」
も
辞
状
の
獄
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

講
レ
叫
〓
博
陸
之
名
]
'
将
レ
守
.
]
冗
清
之
誠
L
.
(
本
朝
続
文
粋
'
巻
四
'

敦
光
、
坪
二
関
白
]
表
、
保
安
三
年
五
月
十
七
旦
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五
'
洪
漢
ノ
〔
之
〕
竹
、
呉
江
ノ
〔
之
〕
松
(
下
二
十
一
5
'
朗
ウ
5
)

1
日
ノ
魚
」
:
>
!
、
戸
部
尚
書
二
打
セ
リ
'
齢
衰
退
ナ
-
ト
雌
　
(
モ
)
'
頻
二

鴻
慈
二
浴
ス
'
足
則
'
奉
公
式
鰯
ク
、
私
門
ヲ
瑚
、
,
、
不
ル
カ
〔
之
〕
致
ス

所
也
'
粥
淡
ノ
〔
之
〕
竹
へ
呉
江
ノ
〔
之
〕
松
、
情
貞
動
ヲ
論
(
ズ
)
　
ル

ニ
'
何
ノ
惣
カ
〔
之
〕
有
ラ
ン
'
隠
極
ノ
〔
之
〕
家
二
陽
接
必
ス
至
ル
者

也
'

こ
の
た
び
の
民
部
脚
拝
命
は
、
ひ
と
え
に
佃
私
の
心
で
忠
勤
に
励
ん
だ
燭
で

あ
る
t
 
J
i
動
を
代
表
す
る
　
(
も
の
と
し
て
名
の
あ
が
る
)
「
湖
凍
ノ
〔
之
〕
竹
」

に
し
ろ
「
呉
江
ノ
〔
之
〕
松
」
に
し
ろ
、
そ
の
心
の
強
さ
、
i
E
L
さ
に
お
い
て
、

自
分
は
'
決
し
て
引
け
を
と
ら
な
い
t
と
い
う
自
負
を
述
べ
て
い
る
。

「
溺
襖
の
竹
」
は
'
貞
心
の
象
徴
で
あ
る
。
衛
の
武
公
を
輩
h
J
た
詩
を
ふ
ま

え
'
武
公
を
も
噴
不
す
る
。
「
暗
彼
朗
淡
'
緑
竹
椅
狩
、
布
虹
婁
ナ
'
如
切
如

嵯
'
如
球
如
磨
、
京
今
個
サ
'
有
匪
君
子
、
終
不
可
設
分
」
一
詩
経
、
衛
風
'

那
決
)
。
「
見
緑
竹
椅
椅
'
則
知
衛
地
の
換
之
虎
、
見
在
米
版
尿
'
則
知
秦
野
西

戎
之
宅
」
　
(
文
選
'
左
大
神
、
三
部
脱
序
)

「
洪
決
」
は
'
河
南
省
湖
尻
の
西
北
'
那
閲
。
「
桝
田
之
竹
」
と
し
て
有
名

で
蝣
"
.
/
-
,
*
「
呉
江
」
は
'
太
湖
か
ら
流
れ
出
る
川
で
'
呉
総
　
(
紘
)
　
江
と
も
桧
江
と
も
'

ま
た
'
松
陵
江
と
も
い
う
。
大
槻
は
'
今
の
江
蘇
省
と
新
江
省
と
の
問
に
広
が

る
大
胡
で
'
霞
沢
、
五
湖
と
も
い
う
。
周
回
約
四
三
二
キ
ロ
メ
1
-
ル
。

呉
江
捗
下
埠
鳥
宿
、
砿
峡
光
中
晩
猿
呼
'
　
(
文
革
秀
磁
袋
、
桑
原
腹
赤
'

和
滋
内
史
秋
月
歌
)

哀
拶
通
知
企
山
桂
'
余
香
獅
想
呉
江
槻
'
　
(
同
右
、
巨
識
人
'
神
泉
苑

九
日
小
満
柴
i
S
i

湘
南
斉
真
之
尊
'
結
二
恨
於
春
雨
之
朝
一
'
江
東
呉
松
之
波
へ
退
,
]
懐
於
秋

風
之
夕
t
'
(
本
棚
文
粋
へ
巻
三
、
大
江
以
言
、
評
.
]
春
秋
T
対
策
)

「
江
東
」
は
'
揚
子
江
下
流
の
南
岸
'
戦
国
時
代
の
呉
の
地
方
'
今
の
江
蘇

v
=
Q
|
」
を
い
う
.

松
江
在
レ
呉
、
故
称
t
喪
松
I
t
(
法
談
抄
、
算
六
'
長
句
事
、
称
t
]
雲
直

又
歩
沢
t
号
二
楚
雲
一
雄
)

問
題
は
'
「
呉
江
の
松
」
が
「
洪
園
の
竹
」
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
が
'
こ
の
点
は
'
多
少
、
疑
わ
し
い
.
「
の
竹
」

と
「
の
松
」
と
が
対
照
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
へ
こ
の
取
り
合
わ
せ
か
ら
し

て
'
ま
た
、
「
呉
江
」
が
松
江
'
松
陵
江
な
ど
と
も
称
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
し

て
'
「
呉
江
の
松
」
は
文
飾
で
は
あ
る
ま
い
か
3

こ
う
し
た
文
飾
は
、
可
能
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

占
一
]
貌
硯
於
箪
】
'
点
二
燕
脂
於
撃
へ
(
本
朝
文
粋
'
巻
1
'
大
江
胡
綱
'

男
女
婚
姻
成
一

右
は
、
「
燕
脂
」
の
「
燕
」
を
戦
国
時
代
の
そ
れ
に
み
た
て
'
こ
れ
に
対
照

し
て
「
柳
」
の
上
に
「
貌
」
(
戦
国
時
代
の
T
国
)
を
冠
し
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
'
松
も
'
竹
に
同
じ
-
'
貞
心
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

3
t
,
s
t
渦
小
治
柑
ト
任
.
i
^
I
J
t
i
t
R
山
蝣
p
-
f
+

・
M
i
1
-
U
蒜
於
岨
山
一
'
且
s
T
*
良
心
於
'
箱

松
上
、
(
本
朝
文
粋
'
巻
六
へ
奏
状
中
、
大
江
朝
鋼
'
請
下
殊
琴
】
鴻
慈
一

拝
中
任
侃
地
上
状
、
延
長
三
年
二
月
十
五
旦

花
北
有
.
1
五
粒
松
l
t
錐
レ
小
不
レ
失
J
L
勤
節
l
、
花
南
有
t
l
数
竿
竹
一
'
雌
レ
細

能
守
二
貞
心
一
'
人
皆
見
レ
花
へ
不
レ
見
二
松
竹
一
、
臣
頗
我
君
兼
惜
'
]
松
竹
L
t 103



一
戸
朗
、
誰
挿
'
　
一
同
へ
怨
十
'
詩
序
'
菅
旧
大
和
田
へ
春
惜
T
]
桜
花
一

応
レ
　
製
)

六
、
隠
徳
ノ
〔
之
〕
家
〓
陽
報
必
ス
至
ル
者
也
　
(
下
二
十
1
8
'
朗
ウ
6
)

前
項
と
周
T
の
書
状
に
み
え
る
格
言
で
あ
る
　
(
本
文
は
前
項
参
照
)
。
忠
勤
7

筋
の
誠
が
認
め
ら
れ
て
'
民
部
脚
を
拝
命
し
た
こ
と
を
い
う
。

前
稲
で
は
、
『
推
南
子
』
第
十
八
、
人
間
訓
t
 
F
明
文
抄
』
三
へ
人
事
部
上
'

お
よ
び
t
 
r
担
芥
』
の
用
例
を
引
い
た
(
「
補
注
」
一
。
r
准
南
子
』
　
と
同
様
の
こ

と
は
『
説
苑
』
貴
祖
に
も
み
え
て
い
る
。
『
明
文
抄
』
の
「
列
子
」
に
関
し
て

∴
'
"
蝣
　
・
-
'
蝣
-
'
"
∴
>
,
-
)

有
陰
姐
]
者
必
有
陽
報
一
際
信
者
有
顕
　
感
t
陰
I
徳
　
　
(
観
智
院
本

世
俗
超
文
'
巻
首
、
散
伏
巻
次
目
次
へ
声
点
堕

□

喝

.

.

玩

十

品

K

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

K

l

『
苛
言
字
考
節
用
集
』
で
は
「
陰
徳
陽
報
」
の
語
に
、
「
〔
列
女
伝
〕
有
ニ
ー

ハ

　

　

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

I

-

!

蝣

;

I
J
者
朗
報
〆
之
又
見
〔
准
絹
子
'
五
雑
組
　
　
〕
」
と
み
え
る
.

関
係
す
る
も
の
と
し
て
'
『
白
氏
長
慶
集
』
、
他
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

陰
柚
既
必
報
'
陰
禍
川
止
虚
施
、
一
白
氏
長
屋
集
へ
巷
二
、
説
史
五
首
)

陰
徳
有
レ
報
、
碓
レ
信
.
]
夏
侠
之
前
言
l
'
宿
揃
禾
レ
疫
へ
　
欲
レ
訪
二
秋
夫
之
秘

術
l
、
　
(
本
朝
続
文
粋
'
巷
五
'
敦
光
'
中
御
門
右
魂
相
群
]
]
内
大
臣
t

豪
'
憂
K
l
二
年
七
月
十
丁
旦

参
照
　
「
妖
ハ
徳
二
勝
夕
不
'
仁
能
ク
邪
ヲ
却
ク
」
　
(
上
凹
十
五
3
、
2
3
オ

ォ
)

七
'
巳
二
履
ヲ
取
　
(
ラ
一
不
一
ル
一
〔
之
〕
儀
ヲ
義
ケ
リ

(
下
三
十
五
6
'
7
1
ウ
5
)

当
状
は
、
桂
の
領
地
に
瓜
を
植
え
た
と
こ
ろ
、
毎
夜
、
そ
れ
が
盗
ま
れ
る
の

で
'
「
博
士
　
(
ノ
)
　
判
官
」
宛
'
こ
れ
を
訴
え
出
た
も
の
で
あ
る
。

郡
平
カ
〔
之
〕
跡
ヲ
尋
　
(
ネ
)
　
テ
'
五
色
ノ
〔
之
〕
菰
ヲ
縛
へ
令
(
ム
)
'

而
　
(
ル
ー
こ
　
隣
子
村
男
'
夜
毎
二
之
ヲ
掠
ム
、
令
条
ノ
指
(
ス
)
　
所
、
盗

倫
二
准
ス
ル
欺
'
己
二
屈
ヲ
取
一
ラ
)
　
不
　
(
ル
)
　
〔
之
〕
磁
ヲ
蒋
ケ
リ

「
原
ヲ
収
　
(
ラ
)
不
　
(
ル
)
　
〔
之
〕
磁
ヲ
蒋
ケ
リ
」
は
'
「
瓜
田
不
レ
納
レ
原
」

と
い
う
格
言
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
が
'
こ
こ
で
は
'
単
な
る
た
と
え
で
は

な
-
'
ま
さ
に
「
瓜
田
」
そ
の
も
の
で
あ
る
点
'
引
用
の
妙
が
あ
る
。

E

X

^

^

E

X

3

3

i

3

　

ニ

ニ

苫
陵
部
本
に
'
「
己
率
不
納
屈
　
之
儀
一
」
　
(
下
2
0
ウ
2
)
　
と
あ
り
'
寛
永

ニ

　

　

　

　

ゥ

L

T

M

'

J

　

日

刊
本
に
'
「
己
蒋
]
]
不
レ
納
レ
励
　
之
儀
t
J
(
下
2
4
オ
2
)
　
と
あ
る
.

こ
の
格
言
は
t
 
F
文
選
』
の
菜
府
、
「
君
子
行
」
に
み
え
る
。

君
子
防
二
未
然
一
'
不
レ
処
二
姐
疑
問
l
'
瓜
田
不
レ
納
レ
原
、
李
下
不
レ
正
レ
冠
'

妓
叔
不
二
親
授
一
、
長
幼
不
レ
比
レ
肩
'
労
謙
得
-
一
其
柄
l
、
和
レ
光
甚
独
難
'

周
公
下
二
白
屋
一
'
旺
レ
帽
不
レ
及
レ
祭
'
1
抹
三
挺
レ
裏
、
後
相
称
J
l
賀
田
l
'

こ
の
1
m
は
'
挙
手
註
本
に
な
い
.
六
臣
註
本
に
は
、
こ
の
第
三
・
四
句
に

つ
き
'
「
物
日
へ
約
枚
也
'
攻
レ
励
疑
レ
盗
レ
瓜
、
正
レ
冠
疑
レ
盗
レ
李
也
」
と
あ
る
。

即
ち
、
そ
の
「
納
」
は
「
収
」
の
志
で
あ
っ
て
'
「
瓜
畑
の
中
で
は
原
が
ぬ
げ

て
も
瓜
を
盗
む
と
見
ら
れ
る
と
い
け
な
い
か
ら
附
し
て
屈
を
取
ら
な
い
。
」
　
(
請

橋
轍
次
灘
、
大
洪
和
辞
典
)
　
と
解
釈
さ
れ
る
。
「
納
」
に
オ
サ
ム
'
イ
ル
と
付

訓
し
た
も
の
は
'
誤
解
を
生
じ
や
す
-
'
こ
の
点
'
底
本
は
t
　
よ
り
適
切
な
訓

(
注
2
)

説
法
を
叩
-
 
*
!
-
*
;
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

J
l

「
納
ら
不
」
と
い
う
訓
読
は
、
し
か
し
'
原
文
の
文
脈
に
お
い
て
要
求
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
9
　
こ
の
格
言
を
日
常
的
な
朔
日
悦
の
場
に
お
い
て
表
記
L
t
か
つ
'

相
手
の
g
a
'
解
を
あ
ら
か
じ
め
避
け
よ
う
と
す
る
と
き
'
「
取
ら
不
」
と
い
う
用

字
が
採
用
さ
れ
る
.
「
取
」
字
は
和
語
「
と
る
」
の
訓
洪
字
、
日
常
々
用
洪
字
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で
あ
る
か
ら
'
こ
れ
を
使
用
す
れ
ば
'
「
-
つ
を
と
ら
ざ
る
…
-
」
と
の
格
言

が
'
間
泊
い
な
-
伝
退
で
き
よ
う
.

な
お
'
『
文
速
』
伝
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
'
「
共
ノ
功
甫
メ
テ
就
セ

リ
」
　
(
中
凹
十
六
5
・
6
'
4
2
オ
6
)
を
参
照
の
こ
と
。

<
.
李
老
人
〓
贈
ル
二
言
ヲ
以
(
テ
ス
)
　
(
下
四
十
三
5
5
'
　
ウ
2
)

当
状
は
・
遠
-
大
宰
府
に
下
る
こ
と
に
な
っ
た
大
字
帥
の
も
の
で
あ
る
。
下

向
に
当
り
'
別
れ
の
立
が
僻
さ
れ
る
。

1
両
日
経
魁
ノ
〔
之
〕
間
、
旨
酒
嘉
肴
、
甲
宅
ノ
　
〔
之
〕
　
菓
'
丙
穴
ノ

〔
之
〕
鱗
'
芳
胴
ヲ
期
ス
耳
、
李
老
人
二
旧
ル
ニ
言
ヲ
以
一
テ
ス
)
'
祖
席

ノ
〔
之
〕
間
'
1
組
ヲ
岨
ス
可
(
+
)
欺
、
交
悠
己
二
久
シ
'
芳
契
ヲ
忘

ル
、
コ
-
英
(
カ
レ
一
'

席
上
'
惜
別
の
詩
を
旧
る
こ
と
は
慣
例
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
'
こ
こ
で

は
そ
の
行
為
を
李
老
の
故
事
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
李
老
」
は
既
出
(
第
四
項
)
。
老
子
の
姓
は
李
。
「
人
」
は
孔
子
を
い
う
。

老
子
が
孔
子
を
送
る
に
言
を
も
っ
て
し
た
と
い
う
故
事
は
、
『
史
記
』
の
「
孔

子
世
家
」
に
み
え
て
い
る
。

言
'
蝣
'
"
-
-
;
-
Z
~
¥
日
　
　
　
　
子
-
M
j
_
'
　
　
　
　
二
.
-
・
=
・
t

.
‥
;
.
'
一
一
誉
∴
t
 
r
・
㍉
　
.
礼
、
>
M
-
'
.
・
'
*
'
∴
"
'
.
I
t
 
t

送
レ
之
、
日
、
吾
聞
、
雷
註
者
'
送
レ
人
以
レ
財
'
仁
人
者
、
送
レ
人
以
レ
言
'

-

:

・

'

.

:

j

,

蝣

.

-

蝣

蝣

　

r

.

'

・

f

　

い

.

.

'

-

蝣

'

蝣

-

サ

,

'

・

.

.

∴

　

.

.

'

‥

近
二
於
t
R
]
者
'
好
レ
議
レ
人
者
也
'
博
綿
広
大
、
危
二
其
身
l
者
'
挙
】
人
之

寧
者
也
'
為
]
]
人
手
二
者
坦
丁
以
布
ア
己
'
為
'
]
人
臣
一
者
坦
】
以
有
ず
己
、
孔

子
・
]
レ
S
'
^
,
1
千
川
一
'
　
(
-
-
1
-
4
'
孔
子
仙
*
A
>
-
-
Z
十
七
)

本
邦
で
は
t
 
r
本
朝
文
枠
』
他
に
、
次
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

大
別
者
へ
古
今
所
レ
歪
也
、
李
老
僧
レ
人
以
レ
言
'
楊
子
臨
レ
岐
以
泣
'

(
本
胡
文
枠
、
巻
九
へ
詩
序
'
慶
保
胤
、
暮
春
於
一
女
章
院
T
箪
藷
故
人
'

赴
ア
任
同
軍
前
方
山
水
探
】
各
分
一
二
字
一
)

薯
仲
尼
之
去
レ
周
也
'
仁
者
相
旧
以
レ
言
、
今
上
人
之
赴
レ
燐
也
'
親
知
争

・

:

-

・

　

:

i

l

 

l

"

・

.

3

・

　

　

　

　

　

　

‥

同
　
朋
以
J
i
n
口
各
分
二
一
字
t
探
二
得
郁
字
[
)

北
H
伯
父
之
去
レ
周
、
老
酌
(
脂
)
所
二
以
旧
l
>
'
i
"
ロ
'
子
高
之
還
レ
魯
'
季
節
・

‥

　

　

'

　

＼

'

　

　

　

㍉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

蝣

-

A

¥

蛇
]
T
北
#
畑
郷
t
)

仁
人
伐
送
之
目
'
贈
以
レ
言
'
　
(
本
棚
続
文
枠
'
巻
三
'
菅
原
宜
忠
'

迅
ニ
F
.
=
信
】
対
策
)

終
　
り
　
に

以
上
、
採
り
上
げ
た
の
は
'
わ
ず
か
八
項
目
で
あ
り
'
『
雲
州
往
来
し
全
体

か
ら
す
れ
ば
'
ご
く
T
部
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
'
問
題
点
を
で
き
る
だ
け
絞
っ

て
論
じ
た
た
め
に
'
書
状
全
休
の
用
向
き
'
前
後
の
解
釈
な
ど
'
言
葉
の
足
り

な
い
部
分
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
'
注
1
文
献
に
よ
.

っ
て
補
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注
1
　
旧
都
五
十
七
年
三
月
十
1
日
、
和
泉
F
.
=
院
刊
。
以
下
の
用
例
は
本
音

の
「
訓
下
し
文
」
に
よ
る
。
用
例
の
末
尾
に
、
(
上
四
十
五
3
、
2
3

オ
2
)
　
の
よ
う
に
し
て
示
す
の
は
'
上
巻
'
第
四
十
五
状
、
頭
注
畢

号
3
、
底
本
第
二
十
三
丁
、
表
二
行
の
意
。
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注
2
　
訓
読
法
・
解
釈
法
に
諸
説
が
あ
る
。
詳
細
は
省
-
が
t
 
H
説
に
'

ク
ツ
ニ
イ
レ
ズ
と
読
ん
で
脱
を
は
き
か
え
な
い
義
と
い
ふ
。
」
(
右
'
大

く
つ

所
和
辞
典
)
　
と
の
説
'
「
瓜
畑
で
は
'
た
と
え
靴
が
脱
げ
て
も
、
う

つ
む
い
て
　
(
身
を
か
が
め
る
)
　
靴
を
は
く
こ
と
を
し
な
い
。
そ
れ
は
'

靴
を
は
-
ま
ね
を
し
て
瓜
を
盗
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
人
か
ら

疑
い
を
か
け
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
「
脳
を
納
れ
ず
」
は
靴
に
足

を
入
れ
な
い
と
い
う
意
で
'
「
脱
に
納
れ
ず
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る

が
'
む
か
し
か
ら
「
脱
を
」
と
習
餌
的
に
読
ん
で
い
る
。
」
　
(
加
藤
常

賢
・
水
上
静
夫
著
'
中
国
故
事
名
言
辞
典
、
角
川
讃
店
、
昭
和
五
十

P
T
四
年
五
月
十
日
へ
九
一
頁
)
　
と
の
説
'
仙
が
あ
る
。

(
山
井
人
i
>
ォ
i
'
^
C
7
5
?
山
炎
H
J

《
新
刊
紹
介
》

国
語
教
材
研
究
シ
リ
ー
ズ
　
仝
十
三
巻

一

野
地
潤
家
'
中
西
　
昇
一
,
5

h

J

,

I

t

>

　

-

・

　

5

教
山
養
成
と
実
践
に
発
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
'
小
'
申
'
高
に
わ
た

る
分
野
別
・
文
種
別
の
教
材
を
巻
ご
と
に
お
さ
め
、
教
材
研
究
の
意
義
と

方
は
を
只
休
的
に
説
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
　
ォ
I
O
判
へ
昭
和
五
六
年

十
1
月
十
日
、
桜
楓
社
川
　
各
巻
六
八
〇
～
八
八
〇
日
　
全
巻
7
0
、
三

o
o
e
:
I
1
　
龍
詰
・
物
語
　
(
小
・
中
)

「

ノ

)

ー

ノ

《
新
刊
紹
介
》

沌
s
2
s
-
:
ォ
*
-
&
付
の
揃
光
'
・
-
:
>
-
'
-
・
-

高
　
森
　
邦
　
明
漕

昭
利
.
4
0
年
刊
行
の
前
我
の
後
を
受
け
'
文
学
教
材
の
目
的
と
意
義
等

に
関
す
る
論
考
と
'
今
西
祐
行
・
今
江
祥
智
・
茂
頗
随
介
三
者
の
作
品
に

つ
い
て
の
教
材
研
究
と
を
収
め
る
。
(
A
5
判
、
二
間
一
ペ
ー
ジ
'
昭
和

2
小
説

3
品
≠
ム
・
蝣
*
蝣
=
'

'
f
t
劇

4
詩
5
短
歌
・
俳
句

6
幼
年
教
材

'
-
'
蝣
'
<
川
i
/ (

中
・
高
)

(
小
・
中
二
・
3
)

(
小
・
中
・
高
)

(
小
・
中
・
高
)

(
幼
・
小
低
)

(
小
・
中
)

∴
　
　
　
　
　
　
　
二
、
.
-
.
.
.

13 12 ll 10　9　8

論
説
・
評
論
　
(
中
・
高
)

古
-
蝣
J
 
I
的
小
J
.
¥
　
(
中
　
H
i
)

古
文
　
(
韻
文
)
　
(
中
・
高
)

洪
字
・
漢
語
・
班
文
　
(
小
・
申
・
高
)

言
語
教
材
　
(
小
・
中
・
高
)

表
別
教
材
　
一
小
・
中
・
高
)

中
西
　
昇
・
木
下
紀
美
子
編
著

中
西
　
昇
・
佐
藤
義
雄
編
著

中
西
　
昇
・
井
関
義
久
編
著

小
沢
俊
郎
・
足
立
悦
男
編
著

申
a
　
昇
・
前
登
志
雄
紙
背

高
森
邦
明
　
　
　
　
　
編
著

野
地
潤
家
・
大
槻
和
夫
編
著

!
f
-
~
1
硝
Z
A
.
人
絹
和
夫
如
S
=

1
}
/
山
地
夫
・
'
-
&
」
叫
鮎
i
=

安
西
旭
夫
・
長
尾
高
明
編
著

野
地
潤
家
・
森
野
繁
夫
編
著

-IQ6-

B
'
富
正
・
桑
原
　
隆
編
著
　
i

ヽ

・
:

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形




